
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科（電気工学科） 

 

教科 工業 科目 
電子情報技術 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電子情報技術」実教出版 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電子情報技術では、情報化社会の身近な事例を挙げながら教科書を読み進めます。また、C 言語

のプログラミングを行い、身の回りのマイクロコンピュータを使って機器の制御も行います。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

１．電子情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

２．習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子情報技術に関す

る基礎的な知識と技

術に関心を持ち、そ

の習得に向けて意欲

的に取り組むととも

に、実際に活用しよ

うとする実践的な態

度を身につけてい

る。 

問題解決をめざして

自ら思考を深め、解

決方法を適切に判断

する能力を身につけ

ており、プログラミ

ングを活用してデー

タを処理・表現する

ことができる。 

電子情報技術に関す

る基礎的な知識と技

術を理解し、コンピ

ュータを利用した情

報の収集・処理・活用

のために必要な技術

を身につけている。 

電子情報技術に関

する基礎的な知識

をもち、社会人とし

て、現代を生きる技

術者として求めら

れる役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

課題達成状況 

報告書、ノート 

学習状況の観察 

報告書、ノート 

学習状況の観察 

課題達成状況 

学習状況の観察 

報告書、ノート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

情
報
の
表
し
方 

  

１
．
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル 

" 

２
．
数
の
表
し
方 

" " 

３
．
２
進
数
の
演
算 

"  

４
．
情
報
の
表
し
方 

 

１．アナログとディジタル 

２．数の表し方 

３．２進数の演算 

４．情報の表し方 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:アナログ情報とディジタル 

情報の特徴を知り，コンピュ 

ータで情報を扱うことの意 

味を理解させる。  

b:１０進数，２進数，１６進数 

のしくみと，それぞれの相互 

変換の方法および２進化１ 

０進表記について理解させ 

る。 

c:２進数の四則演算の方法と 

シフト演算の意味を理解さ 

せる。 

d:ビット，バイト，ワードにつ 

いて，固定小数点表示，符号 

絶対値表示，浮動小数点表示 

などを利用した情報の表し 

方について理解させ，文字を 

ＪＩＳコードで表現できる 

ようにする。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 



 

※令和３年度以前入学生用 

第
２
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
子
回
路 

" １．電子回路の基礎 

２．論理回路と論理式 

３．フリップフロップとその応用 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:コンピュータに用いられる 

抵抗，コンデンサ，コイル， 

半導体および集積回路の構 

造，動作および基本的な用途 

を理解させる。 

b:ＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴ，ＮＡ 

ＮＤ，ＮＯＲ回路などの基本 

論理回路と，それらの組み合 

わせによってデコーダ・エン 

コーダなどの各種のゲート 

回路の構成を理解させる。ブ 

ール代数とカルノー図など 

を理解させる 

c:得られた条件から論理回路 

がつくれるようにする。ま 

た，演算回路などコンピュー 

タ内部での演算についても 

理解させる。 

d:フリップフロップの種類と 

それぞれの働きを理解させ， 

タイムチャートが描けるよ 

うにする。また，カウンタの 

構成と動作を理解させる。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 

第
３
章 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
能
と
構
成 

" １．マイクロプロセッサと処理

装置 

２．主記憶装置 

３．補助記憶装置 

４．入出力装置 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

a:各種のコンピュータの特徴， 

コンピュータの基本構成と 

各部の働きを理解させる。 

b:ＩＣメモリの分類と各メモ 

リの特徴，アドレスと記憶容 

量の関係，主記憶装置の動作 

速度などについて理解させ 

る。 

c:各種の補助記憶装置の基本 

構成，動作原理，動作速度， 

記憶容量，特徴，正しい取扱 

い方法について理解させる。 

d:各種の入出力装置の基本構 

成，動作原理，特徴，正しい 

取扱い方法について理解させ 

る。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

第
４
章 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１．プログラミングの基礎 

２．アセンブリ言語 

３．Cによるプログラム 

４．制御用ワンチップマイコン 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

a:プログラム言語の分類とそ 

れぞれの特徴，インタプリタ 

とコンパイラの特徴，流れ図 

について理解させる。プログ 

ラムの処理手順，プログラム 

の基本構造，構造化によるプ 

ログラムの信頼性向上，構造 

化プログラムについて理解 

させる。 

b:アセンブリ言語がハードウ 

ェアに適した言語であるこ 

とや，アセンブリ言語による 

演算のしくみなどについて 

理解させる。また，アセンブ 

リ言語を用いて簡単なプロ 

グラミングができるように 

する。 

c:Ｃの書式，字下げ，制御文字， 

キーワード，整数定数，文字 

定数，変数，算術演算子，代 

数演算子などについて理解 

させる。 

d:アセンブリ言語と Cを用いたワ 

ンチップマイコンの簡単な制 

御プログラムについて理解さ 

せるとともに，具体的な事例と 

演習を通して，基礎的な制御 

プログラムが作成できるように 

する。また，プログラムの ROM 

化の目的とその手順について 

理解させる。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 



 

※令和３年度以前入学生用 

第
５
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

１．コンピュータ制御の概要 

２．インタフェース 

３．センサとアクチュエータ 

４．制御用ワンチップマイコン 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

a:身の回りの機器でワンチッ 

プマイコンが内蔵されてい 

る例を調べて，コンピュータ 

制御の重要性を理解させる。 

コンピュータ制御の構成に 

ついて知り，組込みシステム 

の特徴について理解させる。 

b:パラレルインタフェースと 

シリアルインタフェース，ア 

ナログ信号とディジタル信 

号のインタフェース，電気信 

号のインタフェース，演算増 

幅器などについて理解させ， 

実際に活用できるようにす 

る。 

c:コンピュータ制御に適した 

センサとアクチュエータの 

原理・構造，それらを活用し 

た制御回路について理解さ 

せ，実際に活用できるように 

する。 

d:アセンブリ言語と Cを用いたワ 

ンチップマイコンの簡単な制 

御プログラムについて理解さ 

せるとともに，具体的な事例と 

演習を通して，基礎的な制御 

プログラムが作成できるように 

する。また，プログラムの ROM 

化の目的とその手順について 

理解させる。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

第
６
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
と
電
子
情
報
技
術 

" １．オペレーティングシステム 

２．コンピュータの処理形態 

３．コンピュータネットワーク 

４．マルチメディアと電子情報

技術 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

○ 

○

○

○ 

 

a:オペレーティングシステム 

の働き，制御（管理）プログ 

ラム，処理プログラムについ 

て理解させる。 

b:各種処理形態が通信ネット 

ワークと密接なかかわりを 

もち，ネットワークの進展と 

ともに変化してきたことを 

理解させる。 

c:ＬＡＮの接続形態，コンピュ 

ータネットワークを構成す 

る要素としての端末装置，通 

信回線，接続装置などについ 

て理解させる。 

d:マルチメディアとは何か，Ａ 

-Ｄ変換，符号化，データ圧 

縮，データの記録，保存，伝 

送について理解させる。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


